
【様式】 

令和８年度 学校マネジメントシート 

 

学校名（  宇治山田高等学校  ） 

 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校の姿 

知性と教養、豊かな人間性を育み、自主自律の校訓のもと生徒の自主性を尊 

重し、生徒が持っている可能性を伸ばし、実社会で活躍できるリーダーを育成 

する。 

(2) 

育みたい資質・

能力（育みたい

生徒の姿） 

 

【グラデュエー

ション・ポリシ

ー】 

〇 様々な課題を自分事として捉え、主体的に行動し、自己実現を図ることのでき

る生徒  

〇 豊かな人間性を備え、自らを律し、他者を思いやり、他者と協力し、他者の良

さを引き出すことができる生徒 

○ 何事についても失敗を恐れず努力し、諦めることなく挑戦を継続することが 

できる生徒 

ありたい 

教職員の姿 

〇 生徒一人ひとりの発達段階に応じたきめ細かな指導を心がけるとともに、「深

い学び」につながる授業力向上に向けた自己研鑽に励み、相互協力し、積極的に

カリキュラムマネジメントに参加する教職員 

○ 目指す学校の姿の実現に向かって、やりがいを感じ、仲間と協力し、ともに成

長していく元気な教職員 

○ 専門的な指導力と社会性、高いコンプライアンス意識を持ち、生徒・保護者や

地域の方々から信頼される教職員 

２ 現状認識 

(1)学校の価値を提供

する相手とそこか

らの要求・期待 

《生 徒》 

 ほとんどの生徒が大学進学を希望しており、その実現のため学習活動の充実を期

待している。また、多くの生徒がクラブ活動にも熱心に取り組んでおり、学習活

動との両立を望んでいる。 

《保護者》 

 学習活動の充実、学習とクラブ活動との両立に加えて、学校からの情報提供を求

めている。 

《地 域》 

 各分野におけるリーダーとなりうる人材の育成を求めている。 

(2)連携する相手と連

携するうえでの要

望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

《家  庭》学校からの情報提供 

《地  域》地域を担う人材の育成 

《同窓会》学校の活性化、生徒の活躍 

《家  庭》本校の教育方針・教育活動へ

の理解と協力 

《地  域》教育活動への理解と協力 

《同窓会》教育活動への理解と協力 



(3)前年度の学校関係

者評価など 

〇山高がどのような学校を目指すのか、再度、教職員で認識を共有することが大

切である。生徒の進路希望を実現する学校、それが山高の良さだと思う。 

〇入学する生徒の変化に応じて、高校も変化が求められているのではないか。 

〇生徒が学習の成果を実感できるよう、授業において目標の明示やふりかえりが

重要である。 

(4)現状

と 

課題 

教育活動 

○ 生徒は、素直で真面目であり、規律を守り、学習活動や部活動に熱心に取り組ん

でいます。将来、社会の一員として、また地域を担う人材として活躍できるよう、

自ら学ぶ態度や主体性を育み、一人ひとりが持つ可能性を一層引き出していく必

要があります。 

○ 教職員は、生徒の進路希望を実現するために、課外授業やきめ細かな進路指導

等に取り組んでいます。学校全体でより効果的な指導ができるよう、検討を進め

る必要があります。 

○ 進路や友人関係等、様々な悩みを抱える多感な時期の生徒が、安心して学校生

活が送れるよう、一人ひとりに応じた丁寧な対応が求められています。 

学校運営等 

○ 教職員は、教科指導や担任業務、各分掌や各学年の業務に責任感を持って取り

組んでいます。今後もより良い教育を継続的に提供していくため、学校全体で取

り組んでいく必要があります。 

○ 地域の中学校卒業者数の減少に伴い、本校の今後の方向性を検討する必要があ

ります。 

○ 教職員は教育の質を維持できるよう、やりがいを感じながら指導にあたってい

ますが、多忙化が課題となっています。 

○ 学校を取り巻く環境が、多様化・複雑化しており、教職員が互いに協力しなが

ら業務を進めることが必要となっています。 

○ 生徒や保護者との信頼関係をより強いものとしていけるよう、保護者への丁寧

な情報発信やコンプライアンスの徹底に取り組んでいく必要があります。 

３ 中長期的な重点目標 

教育活動 

 

【カリキュラム・ポリシ

ー】 

○ 生徒が主体となって、教科や総合的な探究の時間、学校行事や生徒会活動など、

学校生活全般にわたって、協力して取り組む活動を充実し、学力の向上とともに、

主体性、社会性、協調性などの育成に取り組みます。 

○ 生徒が希望する、国公立大学をはじめとする第１希望校への進路が実現できる

よう、授業や指導方法の研究に取り組み、学校として体系的な指導の構築に努め

ます。 

○ 生徒が、安心して学校生活を送れるよう、教育相談の充実に取り組むととも

に、人権教育やホームルーム活動、学校行事等を通じて、自他を大切にする心

や行動力の育成に取り組みます。 

学校運営等 

○ 教職員が生徒一人ひとりを大切にする視点を持って、教科指導、進路指導、生徒

指導、教育相談等の教育活動に継続して取り組めるよう、学校全体で目的や方向

性を共有し、組織力の強化に取り組みます。 



○ 教職員が積極的に情報共有や相談を行うことにより、業務や生徒の指導をひと

りで抱え込むことのない、互いに助け合い支え合う環境づくりを一層進めるとと

もに、業務の精選や平準化などに努め、勤務時間の縮減に取り組みます。 

○ 県立高等学校活性化計画や国の動向をふまえ、将来的な学校のあり方について

検討を進めるとともに、生徒・保護者や地域から一層信頼される学校となるよう、

コンプライアンスの確保、積極的な情報発信に取り組みます。 

 

４ 求める生徒像 

入学時に期待される

生徒の姿 

 

【アドミッション・ポリシ

ー】 

○ 様々な出来事を自分事として捉え、主体的に学ぶことができる生徒 

○ 他者を思いやり、他者と協力し、他者の良さを引き出すことのできる生徒 

○ 目標に向かって、挑戦し続けることができる生徒 

 

５ 本年度の行動計画と評価 

（１）教育活動 

教育活動に関する項目は、児童生徒を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「教育課程・学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

  また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。 

【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

学習指導

の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリア

教育・進

路指導の

学習指導要領や大学入学共通テストの趣旨を踏まえた授

業改善や指導方法の工夫、ICTを効果的に活用した学習活動

の充実などに取り組むとともに、授業アンケートを実施し、

組織的に改善を進め、学力の向上と自ら学ぶ態度の育成に

取り組みます。 

【活動指標】 

○ 生徒対象の授業アンケートの実施 年２回 

○ 授業改善のための研究授業、教職員研修 ２回以上 

【成果指標】 

○ 「授業がわかりやすい」と回答した生徒の割合 90%以

上 

  

生徒が将来、実社会で活躍できるよう、目的を持って希望す

る進路を決定し、実現できるよう、各種ガイダンス、大学見

学会、出前授業、進学希望者集会、卒業生との進路懇談会な

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 



充実 

 

 

 

 

 

 

 

生活指導

の充実 

安心して学

べる環境づ

くり 

 

どを計画的に実施するとともに、３学年の学年会を毎週開

催し、組織的に進路指導を進めます。 

【活動指標】 

○ 卒業生等による進路懇談会・相談会の実施 ３回以上 

○ 保護者向けの進路講演会等の実施  １回以上 

【成果指標】 

○ 目標を持って努力している生徒の割合 80%以上 

 

（生徒指導） 

個別面談や生徒会活動を通して、互いに尊重しあい、違い

を認めあうとともに、生徒一人ひとりの自尊感情を高め、自

己実現を図ることができるよう生徒個々への充実した対

応、支援を目指す。特に「いじめ」について重点的に取り組

む。また、基本的生活習慣の確立および社会人としてのマナ

ーを身につける。 

【活動指標】 

○ 定期的な校門指導と家庭との連携 随時 

○ いじめに係るアンケートの実施 学期に１回 

【成果指標】 

○ 高校生活が充実している生徒の割合 90%以上 

〇 認知したいじめの早期対応及び解決100% 

（生徒会活動） 

 学校行事やいじめ防止活動などを、生徒会が主体となっ

て企画立案、実施する取組を充実し、生徒の主体性や行動力

の育成に努めます。 

【活動指標】 

○ 生徒会による学校行事や活動の企画立案、実施 ３回

以上 

（教育相談） 

 様々な悩みや不安を抱える生徒へのきめ細かな支援を行

うため、教育相談体制の充実、個別面談の実施、生徒の支援

に関わる情報の共有などに取り組みます。 

【活動指標】 

○ 個別面談の実施 ３回 

○ 生徒の支援に関わる情報の共有 必要に応じて適宜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

改善課題 

 



（２）学校運営等 

学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 

また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  

【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最

重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

学校組織の

活性化 

 

 

 

 

 

 

 

 

働きやすい 

学校づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信頼される

学校づくり 

学校全体の教育力を向上し、教育活動を効果的かつ継続

的に進め、よりよい教育を提供していくため、校内の情報共

有や協力体制の強化、校内研修の実施などにより組織力の

向上に取り組みます。 

【活動指標】 

○ 人権教育推進委員会や各学年会などでの情報共有 

毎週 

○ 分掌間、学年間の情報共有の促進  随時 

○ ケース会議の開催 随時 

 

 教職員が健康で元気に生徒の指導に注力できるよう、休

暇取得の促進、定時退校日の設定、部活動休養日の設定、業

務の精選などを通じて総勤務時間の縮減に取り組みます。 

【活動指標】 

○ 定時退校日の設定 月1日以上 

定時退校日等に定時退校した教職員の割合 100% 

○ 部活動休養日の設定 １週１日以上 

  予定通り休養日を実施できた部活動の割合 100% 

○ 委員会や会議の精選、会議時間の縮減 １時間以内 

１時間以内に終了した会議の割合 95%以上 

〇 高ストレス者に対して産業医面談実施率 100% 

【成果指標】 

○ 時間外勤務が年360時間を超える教職員数 ０名 

○ 時間外勤務が月45時間を超える教職員の延べ人数０名 

○ 教職員の時間外勤務時間の平均  23時間以内 

○ 休暇取得日数  18.5日以上 

〇 ストレスチェックの結果に基づき、職場環境改善策 

１つ以上 

（保護者・地域への情報発信） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 保護者や地域の方々から一層信頼される学校となるよ

う、学校の教育活動や魅力について積極的に情報を発信し

ます。 

【活動指標】 

○ 保護者への説明会 ３回以上 

○ 報道機関への資料提供 ３回以上 

 

（コンプライアンスの向上） 

 学校信頼向上委員会の取組や教員研修等を通じて、コン

プライアンス意識の向上に取り組むとともに、教職員が一

人悩みや不安を抱え込まず、助け合い支え合う学校づくり

を進めます。 

【活動指標】 

○ 学校信頼向上委員会  学期に１回以上 

○ コンプライアンス研修・ミーティングの実施 学期に

１回 

【成果指標】 

○ 不適切な事案の発生件数 ０件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善課題 

 

 

６ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次への

取組方向 

 

 

７ 次年度に向けた改善策 

教育活動について

の改善策 
 

学校運営について

の改善策 
 

 


